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安
田
記
念
公
園
（
富
山
市
）

安
田
善
次
郎
翁
の
生
誕
の
地

　

明
治
財
界
の
巨
星
、安
田
善
次
郎
翁
は
、富
山
藩
下
級
武

士（
足
軽
）・
安
田
善ぜ

ん
え
つ悦

の
子
と
し
て
、天
保
９
年
10
月
９
日

（
１
８
３
８
年
）、越
中
国
婦
負
郡
富
山
舟
橋
向 

鍋
屋
小こ

う
じ路

（
現
在
の
富
山
市
安
田
町
）に
生
ま
れ
た
。幼
名
を
岩
次
郎
と

い
っ
た
。太
閤
記
を
愛
読
し
、豊
臣
秀
吉
の
立
身
に
深
く
感
銘

し
て
、全
巻
を
筆
写
す
る
こ
と
数
回
に
及
ん
だ
。16
歳
の
時
、

諏
訪
川
原
で
、富
山
藩
の
重
職
が
大
阪
の
用よ

う
た
し達
商
人
に
膝
を

屈
す
る
の
を
見
て
、金
権
の
威
に
驚
き
、20
歳
の
時
に
大
志
を

抱
い
て
江
戸
に
出
て
、勤き

ん
け
ん
り
っ
こ
う

倹
力
行
を
信
条
に
し
て
初
一
念
を

貫
き
、遂
に
、安
田
銀
行（
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
）を
は
じ
め
と

し
た
10
数
社
を
創
立
し
、ま
た
、日
本
銀
行
の
創
立
御ご

よ
う
が
か
り

用
掛

と
な
り
、引
き
続
き
同
行
の
理
事
監
事
の
要
職
を
歴
任
す
る

等
、明
治
、大
正
の
２
代
に
わ
た
り
国
家
社
会
の
為
に
多
大
の

貢
献
を
し
た
。大
正
10
年
9
月

28
日（
１
９
２
１
年
）、神
奈
川

県
大
磯
の
別
邸
で
暴
漢
に
襲
わ

れ
、82
歳
で
亡
く
な
っ
た
。安
田

公
園
は
、善
次
郎
翁
の
生
誕
の

地
で
、昭
和
35
年
、児
童
遊
園
地

と
し
て
翁
の
嫡
孫
安
田
一
氏
よ

り
、富
山
市
へ
寄
付
さ
れ
た
。

「
松し

ょ
う
お
う翁
安
田
善
次
郎
翁
誕
生
地
」と
彫
ら
れ
た
記
念

碑
。碑
文
は
、日
銀
総
裁
、大
蔵
大
臣
、首
相
を
務
め
た

高
橋
是こ

れ
き
よ清
の
筆
。

（
参
考
資
料
／
案
内
看
板
、『
銀
行
王 

安
田
善

次
郎
：
陰
徳
を
積
む
』（
北 

康
利
著・新
潮
文

庫
）、他
）
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